
『卒業
そつぎょう

うどん』 

服部
はっとり

 千春
ち は る

／作
さく

 大庭
お お ば

 賢
けん

哉
や

／絵
え

 講談社
こうだんしゃ

 913 ﾊ 

主人公
しゅじんこう

の綾
あや

香
か

は 体育館
たいいくかん

裏
うら

で いじめられっこの 

タッチと 優等生
ゆうとうせい

の坂上
さかがみ

君
くん

に出会
で あ

います。坂上
さかがみ

君
くん

が

四国
し こ く

の高松
たかまつ

へうどんを食
た

べに行
い

こうと言
い

い出
だ

し、

三人
さんにん

でプチ家出
い え で

をすることになりました。高松
たかまつ

での

経験
けいけん

が三人
さんにん

を成長
せいちょう

させるきっかけとなったので

す。 

 

 

『うさぎのおうち』 

マーガレット・ワイズ・ブラウン／ぶん  

ガース・ウィリアムズ／え 松井
ま つ い

 るり子
こ

／やく 

ほるぷ出版
しゅっぱん

 E ﾌﾞ 

 あたたかい はるの ひざしのなか こうさぎが 

じぶんのおうちを さがしに でかけています。 

でも こうさぎに ぴったりのおうちは なかな

か みつかりません。こうさぎは じぶんのおうち

を みつけられるでしょうか。 

 

『ふうたのはなまつり』  

あまんきみこ／作
さく

 山中
やまなか

 冬児
ふ ゆ じ

／画
え

  

あかね書房
しょぼう

 913 ｱ 

 こぎつねの ふうたが わらいごえの するほう

へ かけていくと にんげんの こどもたちが れ

んげの はなかんむりを つくっていました。その

ようすを きの かげから ながめている おんな

のこがいました。 

『いちご』 

 平山
ひらやま

 和子
か ず こ

／さく 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

  E ﾋ 

「あたたかく なったよ。いちごはまだ？」 「はな

がさきました。もうすぐ いちごが なりますよ」 「い

ちご、あまくなったかな？」 いちごが だんだんおお

きくなるようすが みられますよ。あまい 

いちごは できたのでしょうか。 

 

はる 

らんまん 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 
 

『はじめての和
わ

食
しょく

えほん  

春
はる

のごちそうつくろう』 

柳原
やなぎはら

 尚之
なおゆき

／著
ちょ

 近藤
こんどう

 圭
よし

恵
え

／絵
え

 文溪堂
ぶんけいどう

  596 ﾔ 

 今日
き ょ う

はみんなで春
はる

のピクニックです。 

お弁当
べんとう

を作
つく

ってくれた 尚之先生
なおゆきせんせい

が 和食
わしょく

のおい

しさのひみつを おしえてくれます。 

春
はる

にとれる野菜
や さ い

を つかった料理
りょうり

のレシピも 

のっています。 

 

『はるかぜさんぽ』 

えがしら みちこ／さく 講談社
こうだんしゃ

 E ｴ 

おきにいりの わんぴーす きて  

あたらしい おくつを はいて  

はるかぜ さんぽ てく てく てく  

さんぽを していると いろいろな はるが 

みつかります。どんなはるが あるかな？ 

『はるがきた』 

ジーン・ジオン／文
ぶん

 主婦
し ゅ ふ

の友社
ともしゃ

 E ｼﾞ  

マーガレット・ブロイ・グレアム／絵
え

 こみや ゆう／訳
やく

 

 もうすぐ はるがきます。でも、まちは はいいろで  

はるは どこにも みあたりません。まちの ひとびとは 

くらく しずんでいました。 

おとこのこが 「ぼくたちで まちを はるに しよう

よ！」というと、みんな そろって、ペンキで まちじゅ

うに えを かきはじめました。 

『おひなさまの平安
へいあん

生活
せいかつ

えほん』 

ほりかわ りまこ／さく あすなろ書房
しょぼう

 386 ﾎ   

すみれちゃんのおうちで おひなさまをだしました。

すると 牛車
ぎっしゃ

が歩
ある

き出
だ

し、そのあとをついていくと 

平安
へいあん

時代
じ だ い

の京都
きょうと

に やってきました。きれいな着物
き も の

の 

おひめさまに おひなさまの暮
く

らしや、食事
しょくじ

を教
おし

えても

らいます。 


